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（所属なし） 

あらまし コロナウイルスコロナ禍になって仕事の形態も大きく変わろうとしている。テレワークによる仕

事が 70％要求されるようになった。 

遠隔な場所から事務処理を行なおうとした時、データの入力ミスを訂正するのに大変ない仕事量になる。 

和田、林らは送り側と受け側で、従来は事務員が入力ミスがあるかないか check しながら処理を進めた

が。 

本論文では事務員が処理をミスした場合、ミスの check を受け側で自動的にホスト PC(HPC)が check

し、訂正する理論を考えたので報告する。 

キーワード 符号理論、秘匿暗号処理、事務処理入門 

 

1. はじめに 

事務処理には、一般的に①事務員による手書デ

ータの入力②OCRによる自動入力③本論文による

データ入力④確率等を用いたデータ入力等々があ

げられる。 

① による事務員の手書データの入力の場合は逐

一ミスの訂正を check しながら入力するので

遠隔の場合、大変な作業量になる。 

②OCR によるカードの読み込みや checksheet に

よる読み込みを示しデータの入力ミスがあるかな

いか check しなければならない。 

 その時は printout し入力データを check する。 

③ 本論文の場合はデータに小計と合計の欄を用 

いることと、②の OCR と符号理論を用いることで

ある。 

この場合のデータは事務が入力を一旦終えると、

事務員は check する作業から解放される。後は

HPC(ホストコンピュータ)が処理を行う。 

④確率を用いる場合は、あらかじめ事務員の入力

ミスの割合が分っていて、その場合文字の場合に

はミスするのに単語のどの文字を多く誤るか確率

的に処理する場である。 

本論文では③の場合について報告することにする 

2. 本論 
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③の場合 本論文の場合のシステム 

 図 1 に本論文の場合のデータ構造を示す。  

     

 

図 1 本論文の場合のデータ構造 

本論文で用いる符号構成を 

C(X)＝Q(X)G(X) 

  ＝Xm(ｄｋ-1Xｋ-1+ｄ1ｘ+ｄ0) 

  ＋(ｒｍ-1×ｍ-1 … ＋ｒ1ｘ+ｒ0) … ① 

➀式で表す符号構成を示す。 

各データのbit party “1” が “0”の値を求めて

➀に則って符号化する。 

詳しい事は文献(1)を参照して下さい。 

此の場合、条件として電送路上で誤りは発生し

ないとする。 

もしも誤るとすると人為的ミスによって誤りが発

生とする。 

 OCR からデータを一旦受けて HOST PC に保

存する。次に、事務員の入力を随時 HOST PC

に保存する。 

HOST PC（パソコン）は両方のデータを符号化

する。そしてパリティを求める。ここで HOST 

PC はパリティを比較する。 

両方が一致すれば誤りはないことになる。 

 不一致の場合は、データのみを OCR と事務員

の入力の場合について入れ替える。 

入力データを入れ替えることによって何番目のデ

ータが誤ったかを調べ、その部分のデータを訂正

する。 

 このことにより事務と HOST PC はデータの

出来る理由である。 

OCR のデータミスの場合もあり得るので、パ

リティ部を比較訂正して、再びもとに戻してパリ

ティを求めパリティを比較する。 

一致すれば誤りは訂正されている。 

 その時のデータが正しい値である。 

 

3. むすび 

和田、大庭らはテレワーク等の遠隔な場所から事

務処理を行おうとした場合データ入力のミスが大

変な仕事量につながる。 

そこで我々は OCR のデータと事務員のデータ

を入力することにより、事務員は一旦入力が終わ

ると仕事から切り離される。 

後は自動的に HPC(ホストコンピュータ)がミス

の自動訂正を行う。 

 和田らが研究した一誤り訂正法の符号理論を用

いると本論文のミスの自動訂正ができたので報告

する。 

この方法を用いると、ある程度の秘匿性を持たせ

ることができる。 

残された課題として、大量のデータの場合の処理

をどうするのか。又は実際に被験者の誤り率がど

れだけ作用するか検討する必要がある。 
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入力が終わると回線から切り離されて自動訂正が 
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